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サイバーセキュリティ産業は2024年に入り、AI技術の進展、地政学的リスクの高まり、量子コン
ピューティングの脅威という三つの主要トレンドによって大きな変革期を迎えている。世界市場規

模は2024年の2,996億ドルから2033年には6,444億ドルへと成長する見込みであり、年平均成長率
（CAGR）は8.9%を維持している。 

特に注目すべきは、M&A活動の活発化による業界統合の加速、AI駆動型セキュリティソリュー
ションの普及、そして深刻な人材不足問題である。グローバルでは400万人のサイバーセキュリ
ティ専門家が不足しており、この人材ギャップが新たなビジネス機会を創出している。 

日本市場は2024年の180億ドルから2033年には433億ドルへと拡大し、特に産業用サイバーセ
キュリティ分野で顕著な成長を示している。投資環境では、2024年第1四半期にサイバーセキュリ
ティスタートアップが27億ドルの資金調達を実現し、前四半期比29%増となった。 

1. 市場概要と規模分析 

1.1 グローバル市場規模 

世界のサイバーセキュリティ市場は持続的な成長軌道を描いている。複数の調査機関による市

場予測を総合すると、以下の成長パターンが確認される： 

調査機関 2024年市場規模 2030-2033年予測 CAGR 

Fortune Business Insights 1,937億ドル 5,627億ドル（2032年） 14.3% 

IMARC Group 2,996億ドル 6,444億ドル（2033年） 8.9% 



Mordor Intelligence 2,078億ドル 3,766億ドル（2029年） 12.6% 

これらの数値の差異は、各調査機関がカバーする市場セグメントの定義や地理的範囲の違い

によるものである。しかし、すべての予測で年間二桁成長が見込まれており、産業の堅調な拡大

傾向は一致している。 

1.2 市場セグメント分析 

1.2.1 ソリューション別市場構成 

サイバーセキュリティ市場は大きく「ソリューション」と「サービス」に分類される。北米市場の分析

によると、2024年時点でソリューションが65.5%のシェアを占める一方、サービス分野は2030年まで
年率13.8%で成長する見込みである。 

主要ソリューションカテゴリーには以下が含まれる： 

● エンドポイント保護（EDR/XDR） 
● ネットワークセキュリティ 
● クラウドセキュリティ 
● アイデンティティ・アクセス管理（IAM） 
● データ保護・暗号化 

1.2.2 サービス市場の成長 

サイバーセキュリティサービス市場は、2024年の1,665億ドルから2034年には3,103億ドルへと成
長が予測されている。特に注目されるのは以下のサービス領域である： 

● マネージド検知・対応（MDR）：24時間365日の監視サービス 
● マネージドセキュリティサービス（MSS）：包括的セキュリティ運用 
● インシデント対応サービス：緊急時対応とフォレンジック 
● セキュリティコンサルティング：戦略策定と実装支援 

2. 技術革新とトレンド分析 

2.1 AI・機械学習の活用拡大 

2024年は「AI元年」と位置付けられるほど、サイバーセキュリティ分野におけるAI技術の導入が
加速している。調査によると、55%の組織が2024年にAI導入を計画しており、その主要用途は以
下の通りである： 

2.1.1 脅威検知・対応の自動化 



AI駆動型の脅威検知システムは、従来手法と比較して検知精度を大幅に向上させている。特
に、異常行動分析とパターン認識において顕著な効果を示しており、誤検知率の削減と対応時

間の短縮を実現している。 

2.1.2 予測分析による先制防御 

機械学習アルゴリズムを活用した予測分析により、攻撃の兆候を事前に察知し、被害を最小限

に抑える先制防御が可能となっている。これにより、従来の事後対応型から予防型セキュリティへ

のパラダイムシフトが進行している。 

2.2 ゼロトラスト・アーキテクチャの普及 

境界防御モデルの限界が明確となる中、ゼロトラストセキュリティモデルの採用が急速に拡大し

ている。McKinsey & Companyの調査によると、今後3年間でゼロトラスト導入率の大幅な向上が見
込まれている。 

2.2.1 主要構成要素 

● 多要素認証（MFA）の強制実装 
● 継続的なアイデンティティ検証 
● 最小権限アクセスの原則 
● マイクロセグメンテーション 
● リアルタイム監視・分析 

2.3 クラウドセキュリティの進化 

クラウド技術の急速な普及に伴い、クラウドネイティブセキュリティソリューションの需要が高まっ

ている。2024年の主要トレンドとして以下が挙げられる： 

2.3.1 CNAPP（Cloud-Native Application Protection Platform） 

CNAPPは、クラウドアプリケーションのライフサイクル全体を通じた包括的保護を提供する統合
プラットフォームとして注目されている。 

2.3.2 SASE（Secure Access Service Edge） 

ネットワークセキュリティとWAN機能を統合したSASEアーキテクチャの採用が、特にハイブリッド
ワーク環境において加速している。 

2.4 量子コンピューティング対応 

2030年の実用化が予測される量子コンピューティングに対応した「耐量子暗号（PQC：
Post-Quantum Cryptography）」の研究開発が活発化している。現在の暗号技術では量子コン
ピューターによる解読が可能となるため、業界全体での対応が急務となっている。 

3. 地域別市場動向 



3.1 北米市場 

北米は引き続き世界最大のサイバーセキュリティ市場であり、2024年の市場規模は約772億ド
ルに達している。米国市場は2025年から2034年にかけて年率13.2%で成長し、2034年には2,360
億ドルに達すると予測される。 

3.1.1 市場特徴 

● 厳格な規制環境（SOX法、NIST等） 
● 高度な技術革新とベンダー集積 
● 企業のセキュリティ意識の高さ 
● 政府による積極的投資 

3.2 欧州市場 

欧州市場はGDPRをはじめとする包括的なデータ保護規制により、プライバシー重視のセキュリ
ティソリューションに対する需要が高い。NIS2指令の2024年10月導入により、新たな市場機会が
創出されている。 

3.2.1 規制環境の影響 

● GDPR（一般データ保護規則） 
● NIS2指令（ネットワーク情報システム指令） 
● Digital Operational Resilience Act（DORA） 
● Cyber Resilience Act（CRA） 

3.3 アジア太平洋市場 

アジア太平洋地域は最も急成長している市場セグメントであり、デジタル化の進展と共にサイ

バーセキュリティ投資が急拡大している。 

3.3.1 日本市場の詳細分析 

日本のサイバーセキュリティ市場は2024年に180億ドルの規模に達し、以下の特徴を示している
： 

項目 2024年 2033年予測 CAGR 

市場規模 180億ドル 433億ドル 10.3% 

産業用セキュリティ 180億ドル 433億ドル 10.3% 



国内ソフトウェア市場 - 1兆307億円（2029年） 12.0% 

3.3.2 中国・インド市場 

中国とインドは政府主導のデジタル化政策により、サイバーセキュリティ市場が急拡大してい

る。特にインフラ保護と国家安全保障の観点から、大規模投資が継続されている。 

4. 投資環境とM&A動向 

4.1 ベンチャーキャピタル投資動向 

2024年のサイバーセキュリティ分野への投資は堅調な回復を見せている。第1四半期の調達総
額は27億ドルに達し、前四半期比29%増となった。 

4.1.1 投資ラウンド分析 

年間平均150億ドルのVC投資が維持される中、投資パターンに以下の変化が見られる： 

● レイトステージ投資の増加：成熟企業への大型投資 
● シード・アーリーステージの減少：リスク回避傾向 
● AI関連企業への集中：技術革新への期待 

4.2 IPO市場の展望 

2024年後半から2025年にかけて、IPO市場の回復が期待されている。特に注目される企業とし
て以下が挙げられる： 

● Netskope：2025年後半のIPO予定 
● Wiz：120億ドル評価でのIPO検討 
● その他ユニコーン企業：75社が10億ドル超評価 

4.3 M&A活動の活発化 

2024年のM&A活動は業界統合の加速を示している。主要な取引として以下が記録されている
： 

買収企業 被買収企業 取引額 戦略的意図 

Cisco Splunk 280億ドル データ分析統合 



Thoma Bravo Darktrace 53億ドル AI技術強化 

HPE Juniper Networks 143億ドル ネットワーク統合 

4.3.1 統合トレンドの背景 

M&A活動の活発化には以下の要因が影響している： 

● 効率的なサービス提供の必要性 
● 顧客管理の改善 
● 販売力強化 
● AI・データセキュリティ技術の統合 

5. 競合環境と主要プレイヤー 

5.1 グローバル主要企業 

サイバーセキュリティ産業の競合環境は、大手テクノロジー企業による買収と統合により大きく

変化している。2024年時点での主要プレイヤーは以下の通りである： 

5.1.1 統合プラットフォーム提供企業 

● Microsoft：Azure セキュリティサービス統合 
● Cisco：Splunk買収によりSIEM分野強化 
● Palo Alto Networks：Prisma クラウドセキュリティ 
● CrowdStrike：クラウドネイティブ EDR/XDR 

5.1.2 専門特化企業 

● Fortinet：ネットワークセキュリティ 
● Okta：アイデンティティ管理 
● Zscaler：ゼロトラストネットワーク 
● SentinelOne：AI 駆動型エンドポイント保護 

5.2 日本市場の競合状況 

日本のサイバーセキュリティ市場では、国内企業と外資系企業が激しく競合している。 

5.2.1 国内主要企業ランキング 



順位 企業名 強み・特徴 

1位 野村総合研究所 優れた技術力と幅広い専門性 

2位 トレンドマイクロ 世界的知名度とセキュリティソリューション 

3位 NTTデータ 革新的技術開発とグローバル展開 

5.3 新興企業と破壊的革新 

ユニコーン企業を中心とした新興勢力が既存市場に大きな影響を与えている。 

5.3.1 注目のユニコーン企業 

● Wiz：2021年創業、120億ドル評価のクラウドセキュリティ 
● Chainguard：2021年創業、11.2億ドル評価のコンテナセキュリティ 
● Dragos：産業制御システムセキュリティ特化 

5.3.2 日本の注目スタートアップ 

● Flatt Security：次世代セキュリティの推進者 
● アジラ：AIとセキュリティの融合 
● Spider Labs：グローバル展開を目指す企業 

6. 人材市場と技能ギャップ分析 

6.1 グローバル人材不足の深刻化 

サイバーセキュリティ業界は史上最悪の人材不足に直面している。2024年の調査結果は以下
の深刻な状況を示している： 

指標 現状（2024年） 将来予測 

グローバル人材ギャップ 400万人不足 2025年：350万人の求人 



現役従事者数 550万人 需要：1,030万人 

米国市場ギャップ 264,763人不足 年間15万8千件の求人 

6.2 技能ギャップの影響 

人材不足は単なる採用難ではなく、実際のセキュリティインシデントに直結している： 

● 90%の組織でスキル不足が原因のセキュリティ侵害が発生 
● 70%の組織がスキルギャップによるサイバーリスク増大を認識 
● 2025年までに人材不足により重大インシデントの半数以上が発生予測 

6.3 日本市場の人材事情 

日本では特に深刻な状況が続いており、47%の企業が「人材不足」を最大の課題として挙げて
いる。限られた予算（42%）を上回る課題となっている。 

6.3.1 人材育成への取り組み 

● Microsoft：23カ国でサイバーセキュリティスキル育成プログラム拡大 
● 政府機関：セキュリティ人材育成プログラムの強化 
● 民間企業：リスキリング・アップスキリング投資 

6.4 採用・育成戦略の変化 

人材不足への対応として、業界全体で採用・育成戦略が変化している： 

6.4.1 多様性重視の採用 

● 83%の企業が多様性採用目標を設定 
● 4年制大学卒業要件の緩和（71%が要求、66%が限定採用） 
● 異業種からのキャリアチェンジ支援 

6.4.2 継続教育とスキル開発 

● 実践的トレーニングプログラムの拡充 
● 認定資格取得支援 
● メンタリング制度の導入 

7. 規制環境と政策動向 



7.1 2024-2025年の主要規制動向 

サイバーセキュリティ規制は世界的に強化傾向にあり、2024-2025年は重要な転換点となってい
る。 

7.1.1 米国の規制動向 

● PCI DSS v4.0：2024年3月31日に旧版廃止、多要素認証必須化 
● NYDFS サイバーセキュリティ規則：年次侵入テスト、脆弱性スキャン要求 
● FedRAMP：クラウドサービス認証制度の継続強化 

7.1.2 欧州の規制強化 

● NIS2指令：2024年10月正式導入、コンプライアンス義務拡大 
● Digital Operational Resilience Act（DORA）：金融業界向け 
● Cyber Resilience Act（CRA）：IoT機器のセキュリティ要件 

7.1.3 日本の政策動向 

● サイバーセキュリティ戦略2025の策定 
● 産業サイバーセキュリティ強靭化事業の継続 
● 重要インフラ防護対策の強化 

7.2 業界別規制要件 

7.2.1 金融業界 

金融業界では最も厳格なサイバーセキュリティ規制が適用されている： 

● SOX法（米国） 
● FFIEC ガイダンス 
● バーゼルⅢ operational risk requirements 
● 金融庁サイバーセキュリティガイドライン（日本） 

7.2.2 ヘルスケア業界 

● HIPAA Security Rule：2025年大幅更新予定 
● HITRUST フレームワーク：業界標準として定着 

7.3 規制遵守の市場機会 

厳格化する規制環境は、コンプライアンス関連サービスの需要拡大を創出している： 

● 規制コンサルティングサービス 
● コンプライアンス自動化ツール 
● 監査・アセスメントサービス 
● 継続的監視ソリューション 



8. 将来展望と予測シナリオ 

8.1 2030年に向けた市場予測 

サイバーセキュリティ産業は2030年に向けて以下の成長軌道を描くと予測される： 

市場セグメント 2024年 2030年予測 主要成長要因 

グローバル総市場 2,996億ドル 6,189億ドル デジタル変革加速 

AI セキュリティ 130億ドル 400億ドル AI技術の普及 

量子セキュリティ 5億ドル 30億ドル 量子コンピューティング脅威 

ゼロトラスト 250億ドル 850億ドル リモートワーク定着 

8.2 技術革新の予測シナリオ 

8.2.1 短期予測（2025-2027年） 

● AI統合の本格化：55%の組織がAI駆動型セキュリティを導入 
● ゼロトラスト普及：中堅企業での採用が急拡大 
● クラウドセキュリティ標準化：CNAPP、SASE の主流化 

8.2.2 中期予測（2027-2030年） 

● 耐量子暗号移行：金融機関を皮切りに業界全体で導入開始 
● 自律型セキュリティ：人的介入を最小化した自動防御システム 
● 量子セキュリティ実用化：2030年代の量子コンピューター脅威への準備 

8.3 地政学的影響の予測 

地政学的緊張の高まりは、サイバーセキュリティ市場に以下の影響を与えると予測される： 

8.3.1 国家安全保障の強化 

● 重要インフラ保護投資の拡大 



● サプライチェーンセキュリティの重視 
● 国産技術・ソリューションの優遇 

8.3.2 国際連携の深化 

● サイバーセキュリティ分野での同盟国連携強化 
● 情報共有体制の拡充 
● 共通標準・認証制度の構築 

8.4 新興市場の機会 

8.4.1 垂直市場の特化 

● EdTech セキュリティ：2024年360億ドル→2034年2,430億ドル（CAGR 21.2%） 
● 自動車セキュリティ：コネクテッドカー、自動運転車両向け 
● スマートシティセキュリティ：IoT都市インフラ保護 

8.4.2 新興国市場の成長 

● アフリカ：政府デジタル化に伴う需要拡大 
● 東南アジア：経済発展とサイバー脅威の増加 
● 中南米：規制強化による市場成熟 

9. 戦略的示唆と推奨事項 

9.1 市場参入戦略 

9.1.1 新規参入企業への推奨 

サイバーセキュリティ市場への新規参入を検討する企業には、以下の戦略的アプローチを推奨

する： 

● ニッチ市場への特化：大手との直接競合を避け、専門分野での差別化 
● AI技術の活用：次世代技術による競争優位性の確立 
● パートナーシップ戦略：既存プレイヤーとの戦略的提携 
● 人材投資の優先：希少な専門人材の確保と育成 

9.1.2 既存企業の競争戦略 

● プラットフォーム統合：包括的ソリューションの提供 
● M&A による能力拡張：戦略的買収による市場地位強化 
● グローバル展開：新興市場への早期参入 

9.2 投資戦略の提言 

9.2.1 成長分野への集中投資 



投資収益率最大化のため、以下の成長分野への集中投資を推奨する： 

投資分野 期待収益率 リスクレベル 投資期間 

AI セキュリティ 高 中 3-5年 

クラウドセキュリティ 中-高 低-中 2-4年 

量子セキュリティ 非常に高 高 5-10年 

MDR/MSS サービス 中 低 2-3年 

9.3 リスク管理の重要性 

9.3.1 市場リスクの識別 

● 技術陳腐化リスク：急速な技術進歩による既存技術の陳腐化 
● 規制変更リスク：予期しない規制変更による事業影響 
● 人材確保リスク：競争激化による人材コスト上昇 
● 地政学リスク：国際関係悪化による事業制約 

9.3.2 リスク軽減策 

● 継続的R&D投資による技術優位性維持 
● 規制動向の早期把握と対応体制整備 
● 人材育成プログラムへの戦略投資 
● 地理的リスク分散 

9.4 長期的競争優位性の構築 

9.4.1 持続可能な差別化要因 

長期的な競争優位性を構築するため、以下の差別化要因の開発を推奨する： 

● 独自技術・知的財産：特許・ノウハウによる参入障壁構築 
● データ優位性：大規模データセットによる機械学習モデル強化 
● エコシステム構築：パートナー・顧客ネットワークの拡大 
● ブランド価値：信頼性・実績による顧客ロイヤルティ確立 



10. 結論 

サイバーセキュリティ産業は2024-2025年において、AI技術の本格導入、地政学的リスクの高ま
り、量子コンピューティング脅威という三つの主要トレンドによって大きな変革期を迎えている。世

界市場規模は今後10年間で2倍以上の成長が見込まれ、特に日本市場は年率10.3%の高成長を
維持する見通しである。 

技術面では、AI・機械学習の活用拡大、ゼロトラストアーキテクチャの普及、クラウドセキュリティ
の進化が市場を牽引している。一方で、深刻な人材不足問題は業界全体の成長制約要因となっ

ており、グローバルで400万人の専門家不足が続いている。 

投資環境では、M&A活動の活発化による業界統合が進む中、ベンチャーキャピタル投資は年
間150億ドル規模を維持している。特にAI関連企業と成熟したユニコーン企業への投資が集中し
ている。 

将来展望として、2030年の量子コンピューティング実用化に向けた耐量子暗号への移行、自律
型セキュリティシステムの実現、垂直市場特化ソリューションの拡大が予測される。これらの変化

は、既存企業の事業戦略見直しと新規参入企業にとっての重要な機会創出を意味している。 

成功のための重要要素は、技術革新への継続投資、人材確保・育成への戦略的取り組み、規

制環境への適応能力、そして地政学的変化への対応力である。特に日本企業には、国内市場の

堅調な成長基盤を活用しつつ、グローバル展開を通じた競争力強化が求められる。 
 
本レポートは2025年6月時点の公開情報に基づいて作成されております。 
最新の動向については、各企業・機関の公式発表をご確認ください。 

監修者： 
鎌田光一郎:⻘山学院大学法学部卒業。SMBC日興証券株式会社にて証券営業、経営管理業
務に従事したのちPwCコンサルティング合同会社に転籍。金融機関に対するコンサルティンク
゙業務に従事。その後、Librus株式会社を設立、代表取締役に就任。 
 
お問い合わせ先 
Librus株式会社（代表取締役 鎌田光一郎） 
105-0004東京都港区新橋6丁目13-12 VORT新橋Ⅱ 4F 
03-6772-8015 
お問い合わせフォーム 
https://librus.co.jp/contact 

https://librus.co.jp/contact
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